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 千代川流域圏会議 2 0 周年記念行事開催 

「 千 代 川 の 明 日 を 語 る 会 」 を 開 催 し ま す ！ 

 

平成９年に千代川を軸とした流域の交流や連携を図るとともに、流域全体の広い視

点に立って、千代川をよりよくするための取組や地域活性化への取組を行い、豊かなふ

るさとを創造することを目的として、千代川流域圏会議が発足いたしました。 

それから２０年が経過し、この節目に今一度多くの皆様に千代川を知って頂きたいと

いう想いから千代川流域圏会議では「千代川の明日を語る会」を開催致します。 

 

開催日時：平成３１年２月１７日(日) 

       １３：３０～１６：３０（開場１３：００） 

       入場無料（定員２００名） 

   

会   場：さざんか会館 ５階大会議室 

 

第一部 千代川は地域の宝～未来への継承～ 

○基調講演（詳細は別紙のとおり） 

○千代川に関する取り組み紹介（詳細は別紙のとおり） 

第二部 災害に強い社会を目指す～激甚化する自然災害から命を守るには～ 

○パネルディスカッション（詳細は別紙のとおり） 

 

参加申し込み方法  

 住所、氏名、連絡先（TEL）、参加人数をご記入の上、下記までお申し込み 

下さい。参加申込期限は２月８日（金）です。 

 お申し込み頂いた情報は個人情報となるため、情報の保護に努めます。 

 【FAX】０８５７－２９－１８５９、【MAIL】sendairiver@cgr.mlit.go.jp 
  

＜問い合わせ先＞  

■国土交通省中国地方整備局 鳥取河川国道事務所 

副所長          片寄 秀樹 （かたよせ ひでき） 

【担 当 課 長】河川管理課長    佐野 孝行 （さの たかゆき） 

TEL 0857-22-8435（事務所代表番号） FAX 0857-29-1859 

mailto:sendairiver@cgr.mlit.go.jp
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月 日 日

平成３１年

13:30～16:30（開場13:00）
さざんか会館 大会議室

入場無料

お問い合わせ先

千代川流域圏会議事務局
国土交通省 鳥取河川国道事務所 河川管理課内
ＴＥＬ：０８５７-２２-８４３5 ＦＡＸ：０８５７-２９-１８５９
ＭＡＩＬ：ｓｅｎｄａｉｒｉｖｅｒ@ｃｇｒ.ｍｌｉｔ.ｇｏ.ｊｐ

第一部 千代川は地域の宝～未来への継承～

■基調講演
小学校における千代川の授業
～担い手育成から始めた建設業の魅力発信～

森本 健一 鳥取市立城北小学校 学校支援ボランティア

■千代川に関する取組紹介
城北の宝～「ふるさと」 とともに～

鳥取市立城北小学校３年生有志のみなさん

■パネルディスカッション
＜コーディネーター＞

道上 正䂓 千代川流域圏会議 会長

＜パネリスト＞
山縣 恒明 鳥取市河原町部落長会 会長

小谷 重之 鳥取市立用瀬小学校 教頭

北澗 弘康 国土交通省 鳥取河川国道事務所 所長

草野 愼一 鳥取県 県土整備部 次長

乾 秀樹 鳥取市 総務部危機管理局 局長

第二部 災害に強い社会を目指す～激甚化する自然災害から命を守るには～



千代川流域圏会議20周年記念行事

13:00 開場

13:30 開会

13:30〜13:40 開会挨拶

13:40〜14:10 基調講演
⼩学校における千代川の授業

〜担い⼿育成から始めた建設業の魅⼒発信〜
森本 健⼀ ⿃取市⽴城北⼩学校 学校⽀援ボランティア

14:15〜14:35 千代川に関する取り組み紹介
城北の宝〜「ふるさと」とともに〜

⿃取市⽴城北⼩学校３年⽣有志のみなさん

14:35〜14:50 休憩

14:50〜16:20 パネルディスカッション
＜コーディネーター＞

道上 正䂓 千代川流域圏会議 会⻑
＜パネリスト＞

⼭縣 恒明 ⿃取市河原町部落⻑会 会⻑
⼩⾕ 重之 ⿃取市⽴⽤瀬⼩学校 教頭
北澗 弘康 国⼟交通省 ⿃取河川国道事務所 所⻑
草野 愼⼀ ⿃取県 県⼟整備部 次⻑
乾 秀樹 ⿃取市 総務部危機管理局 局⻑

16:20〜16:30 閉会挨拶

16:30 閉会

第一部 千代川は地域の宝～未来への継承～

第二部 災害に強い社会を目指す～激甚化する自然災害から命を守るには～

参加無料
定員200名

●ご連絡先
TEL： FAX：

●ご住所 〒

参加お申込⽅法 申込先▶ 千代川流域圏会議事務局
国⼟交通省⿃取河川国道事務所 河川管理課内 TEL：0857-22-8435

参加お申込期限 ２０１９年２⽉８⽇（⾦） ※定員になり次第締め切らせていただきます。

●代表者⽒名 ●参加⼈数

⼈

[FAX]0857-29-1859     [MAIL]sendairiver@cgr.mlit.go.jp
※FAXでお申込の場合 上記に必要事項をご記⼊の上、送信ください。
※メールでお申込の場合 メールタイトルに「20周年参加申込」、メール本⽂に●代表者⽒名●参加⼈数●ご住所●ご連絡先をご記⼊の上、送信ください。



千代川流域圏会議２０年のあゆみ 

千代川流域圏会議の発足 

 「千代川をより良くしたい」「この流域をもっと元気にしたい」と思

う人たちが発足以前より、各地でそれぞれの活動をしていました。 

 そして、河童の研究家として知られる道上正䂓氏（当時 鳥取大学教

授）をはじめとする７名の発起人の呼びかけに、流域圏に暮らし川と地

域を良くするための活動をする人たちが加わり、平成９年１２月、３４

名の会員により「千代川流域圏会議」がスタートを切りました。 

発足への社会的背景 

 昭和から平成へと時代が移り、川への考え方や付き合い方も変化して

きました。 

 川は私たちの暮らしに「うるおい」を与えてくれる場、また生き物た

ちが生息・生育する場、さらに地域の文化を育む場であると考えられ、

個性ある川づくりが求められるようになりました。 

 この社会の背景を受け、平成９年には河川法が一部改正され、その目

的として治水・利水に加え、新たに「河川環境の保全」が位置づけられ

ました。 

千代川流域圏会議の歴史 

千代川流域圏会議の目的 

 千代川流域圏会議は、川を軸として流域の交流・連携を図り、地域の

活性化への取り組みを通した豊かな川づくりを目的としています。 

 会議の趣旨に賛同する者なら行政・民間、団体・個人を問わず、自ら

の意思により参加できるものです。 
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千代川流域圏会議発足 

千代川清流 
保全宣言 

千代川流域圏会議の活動内容 

千代川を 

知る 

 本川から支川に至るまでの「一斉水質調査」 

 自然を再発見するための「源流探検」 

 夏休みには「親子自然体験in智頭」 

千代川を 

守る 

 清流の源になる森に分け入る「森林調査会」 

 休耕田を利用しての「植物浄化実験」 

 市町村への「清流保全活動実施」の呼びかけ 

千代川と 

ふれあう 

 意識高揚を目指して「源流シンポジウム」開催 

 「千代川フェスティバル」で地域に人々が集う 

 「ミュージカル上演」 

千代川を 

ＰＲする 

 会誌「千代川news」は通算167回発行 

  (2019年２月現在) 

 水生生物調査結果や川とかかわる歴史・文化をマップ 

  にして発行 

 清流保全啓発パンフレット発行と、活動や取り組みを 

  ホームページやフェイスブックでも配信 

水害リスクに 

備える 

 各地で多発する集中豪雨に備え「気象変動に伴う 

  防災・減災を考える会」の発足 

 「大路川流域治水対策協議会」 

参考資料 


